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診療報酬改定の結果検証に係る特別調査（平成20年度調査）  

後発医薬品の使用状況調査 結果概要（速報）  

師票」を配布した。配布に際しては、上記の「病院調査」の対象施設を通じて行ったが、  

回収は、各医師から調査事務局宛の返信用封筒にて直接回収した。  

・「患者調査」については、上記の「保険薬局調査」の対象施設を通じて「患者票」を配布   

した。調査日に来局した患者の中から、来局順に性別・年齢カテゴリごとに該当する患  

者で同意を得た患者に調査票を配布していただいた。記載された調査票は、各患者から  

調査事務局宛の返信用封筒にて直接回収した。  

・調査実施時期は平成20年11月～平成21年2月。  

1．目的  

・処方せん様式等の変更による後発医薬品の使用状況の把握  

・後発医薬品の使用に関する医療機関・医師、患者の意識の把握  

・後発医薬品の使用が進まない理由等の把握  

4．調査項目  

2．調査対象  

・本調査では、「保険薬局調査」「診療所調査」「病院調査」「医師調査」「患者調査」の5つ   

の調査を実施した。各調査の対象は、次のとおりである。  

・保険薬局調査■全国の保険薬局の中から無作為に抽出した2、000施設。  

・診療所調査：全国の一般診療所の中から無作為に抽出したヱ，000施設。  

・病院調査：全国の病院の中から無作為に抽出した1，000施乱  

■医師調査：上記「病院調査」の対象施設において外来診療を担当している医師。1施設に  

つき、診療科の異なる医師2名を対象とした。  

・患者調査：上記「保険薬局調査」の対象施設に調査引こ処方せんを持って来局した患者。  

ただし、1施設につき最大4名の患者を対象とした（4名の内訳は65歳以上の  

男性・女性 各1名、65歳末偶の男性・女性 各1名）。  

主な内容  

○薬局の概要  
・組織形態、職員数  
・調剤基本料の種類、基準調剤加算の有無、後発医薬品調剤体制加算の有無、   
後発医薬品調剤率  

○処方せんの受付状況等  
・処方せん発行医療機関数、後発医薬品への変更不可欄に処方医の署名があ   

る機関数、先発医薬品・後発医薬品を銘柄指定している機関数  

○取り扱い処方せん枚数の内訳等  
・取り扱い処方せん枚数、1品目でも後発医薬品を調剤した処方せん枚数、後  

i 

】  l発医薬品への変更不可欄に処方医の署名等がない処方せん枚数等（1か月／／  

1週間）等  

保険薬局  
・後発医薬品への変更不可欄に処方医の署名等がある処方せん枚数、処方せ  

調査  ん内容の一部について変更不可としている処方せん枚数等（1か月・1週間）  
○後発医薬品への対応状況等  

・後発医薬品の説明を行った患者の割合、後発医薬品と一般的服薬指導の合  
計説明時間等  

t医薬品・後発医薬品の備蓄品目数の変化、薬局で取り扱っている後発医薬  

品の採用理由  

○医療機関との連携状況等  
・医療機関への情報提供の頻度・タイミング  

○後発医薬品使用に関する考え  
・後発医薬品の使用に関する考え  

・後発医薬品の使用にあたっての問題点・課題 ／等  

様式2  ・処方せんの記載銘柄に基づき調剤した場合の薬剤料及び実際に調剤した薬  
剤料等   

病院調査  ○施設の概要  

・開設者、病院種別、DPC対応の状況、特定入院料の状況、許可病床数、医  
師数、薬剤師数、医薬品備蓄品目数、後発医薬品の備蓄品目数  
・1か月間の外来患者延べ人数、1か月間の外来診療実日数  

○院外処方せん発行状況等  
・院外処方せんを発行している診娠科  
・外来における院外処方せん発行枚数、後発医薬品を含む処方せん枚数  

3．調査方法  

・対象施設・医師・患者が記入する自記式調査票の郵送配布・回収とした。  

・「保険薬局調査」については、施設属性、処方せん枚数、後発医薬品の調剤状況等を尋ね   

る「様式1」と、実際に調剤した薬剤料を尋ねる「様式2」の2種類の調査票を対象施設   

の管理者宛に郵送配布した。記載された調査票は調査事務局宛の返信用封筒にて回収し  

寸L  ／」0  

・「診療所調査」については、施設の概況や院外処方せんの発行状況、後発医薬品の使用状   

況と使用に関する意識、後発医薬品を使用する上での課題等を尋ねる「診療所棄」を対   

象施設に配布した。記載された調査票は、調査事務局宛の返信用封筒にて回収した。  

・「病院調査」については、施設の概況や院外処方せんの発行状況、入院患者に対する後発   

医薬品の使用状況、後発医薬品を使用する上での課題等を尋ねる「病院慧」を配布した。  

記載された調査票は、調査事務局宛の返信用封筒にて回収した。  

・「医師調査」については、医師に後発医薬品の使用状況と使用に関する意識等を尋ねる「医  
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○入院患者に対する後発医薬品の使用状況等  
・平均在院患者数  

・入院患者に対する後発医薬品の使用状況  
・後発医薬品を使用して生じた問題点  

・1年前と比較した後発医薬品の供給体制の変化  

○後発医薬品使用についての課題  

・後発医薬品使用についての課題等 ／等   

医師調査   ○属性等   

l   

・性別、年齢、担当診療科、1日当たり外来診察患者数  

○院外処方せん発行時の状況や考え  

i  

・後発医薬品の処方に関する意識、処方しない場合の理由  

・1年前と比較した後発医薬品の処方状況  

・後発医薬品への変更不可欄に署名した処方せんの発行経験の有無、割合、  
その理由  

・一部の医薬品についてのみ後発医薬品への変更不可と記載した処方せんの  

発行経験の有無、割合、その理由  

・後発医薬品に関心のある患者の割合、1年前との比較  

・後発医薬品を銘柄指定した院外処方せん枚数割合  
・保険薬局で後発医薬品に変更した場合の情報提供の有無、望ましい情報提  
供方法  

○後発医薬品使用についての考え  

・後発医薬品についての知織  

・処方せん様式の変更によって良くなった点、問題点  

・後発医薬品の処方を進める上で望まれる対応  

・後発医薬品の使用上の課題 ／等   

診療所調査   ○属性等  
・性別、年齢、担当診療科、1日当たり外来診察患者数  

○施設属性等  
・所在地、開設者、種別、主たる診療科、医師数、薬剤師数、医薬品の備蓄   

】  
状況等  

○入院患者に対する後発医薬品の使用状況等  
・平均在院患者数  

・入院患者に対する後発医薬品の使用状況  
・後発医薬品を使用して生じた問題点  
・1年前と比較した後発医薬品の供給体制の変化  

○院外処方せん発行状況等  
t院外処方せんの発行の有無  

・院外処方せん発行枚数、後発医薬品を含む処方せんの枚数  
○院外処方せん発行時の状況や考え  

・後発医薬品の処方に関する意識、処方しない場合の理由  
・1年前と比較した後発医薬品の処方状況  

・後発医薬品への変更不可欄に署名した処方せんの発行経験の有無、割合、  

その理由  

・一部の医薬品についてのみ後発医薬品への変更不可と記載した処方せんの   

発行経験の有無、割合、その理由  

・後発医薬品に関心のある患者の割合、1年前との比較  

・後発医薬品を銘柄指定した院外処方せん枚数割合   

・保険薬局で後発医薬品に変更した場合の情報提供の有無、望ましい情報提   

供方法  

○後発医薬品使用についての考え  

・後発医薬品についての知識  

・処方せん様式の変更によって良くなった点、問題点  

・後発医薬品の処方を進める上で望まれる対応  

・後発医薬品の使用上の課題 ／等  

○属性等  

・性別、年齢、受診している診療科、薬局への来局頻度、かかりつけ薬局の   

有無、お薬手帳使用の有無  

○後発医薬品の使用に対する意識等  

・後発医薬品の認知度  

・医師や薬剤師からの後発医薬品についての説明の有無  

・後発医薬品使用経験の有無、ある場合はその満足度、薬代の負担感  

・後発医薬品の使用に対する考え  

・後発医薬品を使用する上での意見 ／等   



（2）保険薬局調査の概要  

【調査対象等】   
」  

茎○調査票 様式1  

1  

調査対象：全国の保険薬局の中から無作為に抽出した保険薬局  

1回答数＝944施設  

】 回答者：管理者  

…○調査票 様式ヱ ‡  

… 処方せん枚数：7，076枚（435薬局分） ；  

‡回答者＝管理者  

5．結果概要  

（1）回収の状況  

図表1回収の状況  

①薬局の属性   

1）組織形態  

図表2 組織形態（法人・個人別）（n＝944）  

図表3 法人薬局の内訳（n＝802）  

0％ 10％ 2D％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％ 90％100％  

臼株式会社口有限会社8合資会社臼合名会社日その他□無回答   



国表7 基準調剤加算   

0％ 10％  20％ 30％  40％  50％  60％  70％  80％  90％ 100％  

2）職員数  

図表4 薬剤師の職員数（常勤換算）   

0ヽ  tOヽ  20＼ 30＼ 40ヽ  50ヽ  60ヽ  70ヽ  80ヽ  90ヽ  t∝）ヽ  

巳基準調剤加算1（10点）n基準儲剤加算2（30点）ロ算定していないロ無回答  

．Ⅲ1－2人未満  口2～3人未満  83人以上  □無回答  

図表8 後発医薬品調剤体制加算の有無   

0％ 10％  20％ 30％  48％  50％  60％  70％  80％  90，ilOO％  図表5 その他（事務職鼻等）の職員数（常勤換算）  

0％ 10％  2仇  30％  40％  50％  6鍋  70ヽ  80，i 90％ 100％  

Ⅶ算定している  日算定していない  ロ無回答  

岬2人未満  臼2～3人未満  巳3人以上  □無回答  

図表9 後発医薬品調剤率（処方せんベース）（平成20年）  

（単位：％）  

平均値  標準偏差  中央値   

1月   40．2   17．8   38．0   

2月   40．7   1了．7   38．0   

3月   40．4   17．4   38．0   

4月   41．7   16．9   39．3   

5月   42．1   16．7   39．9   

6月   41．7   16．5   39．2   

7月   41．8   16．5   38．9   

8月   41．7   16．5   38．8   

9月   42．2   16．8   39．2   

10月   43，1   16．9   41．0   

11月   43．5   17．0   41．3   

12月   43．9   16．9   41．7   

3）調剤の状況等  

図表6 調剤基本料  

0，ら 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60，も 70％ 80％ 90％ 100，i  

座儲剤基本料（40点） 凸調剤基本料（18点） ロ無回答  

（注）各月全てに回答があった糾3施設を対象とした。   



図表10 後発医薬品調剤率にみた薬局数の分布（処方せんベース）（平成20年12月〉  4）処方せん発行医療機関  

0％  10％  
図表11処方せん発行医療機関数  

医療機関種粧 

；i三●  

病院  
内科  小児科  ■外二    料 歯科診 療所  

咽喉科   

処方せん発行医療機関数（A）  9，6  8．8  0．8  1．5  1．7   1．3  1．2  3．0  1．ヰ  29．2  

（うち）「変更不可」偶に処方医の署名等 が9割以上ある機関数（施設）（B）   2．3  2．1  0．2  0．4  0．5   0．3  0．3  0．8  0．1  7．0  
（うち）主として先発医薬品  

を銘柄指定している気関数（施設）   
2，1  1．9  0．2  0．3  0．ヰ   0．ユ  0．3  0．7  0．l   6．1  

（うち）主として後発医薬品  
0，2  0．2   0．0  

u  

処方せん枚数（枚）  389．3  ヰ57．2   130．0  102．3  65．3    98，8   36．2  129．8    10．51   1，419．ヰ   

「変更不可」欄に処方医の署名等が  
23．8  23．5  29．9  24．5  28．4   23．6  ヱ5、6  27．5   10．7i  

9割以上ある医療機関数の割合（B／A）（％）  

薬局数  588   

10煉満■2・0％  

■…1  10％以上20％未満   

20％以上30％未満∴11・5％  

30％以上40％未満   

40％以上50％未満  

70％以上80％未満   

80％以上90％未満  

90％以上  

（注）すべての項目に回答のあった施設を対象に集計した。  

図表12 処方せん枚数が最も多い1医療機関の取り扱い処方せん枚数（n＝578）  

平均確二∴  し標準偏羞  二二中央値   

処方せん枚数（枚）   1，122，9   919．6   999．0   

（注）処方せん枚数について回答のあった施設を対象に集計した。  

図表13 特定の保険医療機関に係る処方せん割合（最も多しヽもの）  

0％ 10％  20†i 30，i 40，i 50，も  60％  70％  80％ 90％ 100％  

血0－10％以下  8＝0，も超～30％以下  辺30％超～5D％以下  

百5仇超～7肌以下  日70，も超  □無回答  
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②取り扱い処方せんの状況等（平成20年12月）   

1）取り扱い処方せん枚数  

図表16 取り扱い処方せん枚数  

図表14 半径20伽1以内にある医療機関数（悍911）  

標準偏差  

半径200m以内にある医療機関数（件）  

（注）回答のあった施設を対象に集計した。   
ガf‥√r†三ぷ；；      二．ノ≒＝廻堕蜃塵抑」雲   ∴華（悍392）  こ 

r：睾雄      1赦絃（培辟  半沖培∴；；■  こ．枚数イ枚ト  割合   
①すべての取り扱い処方せん  486，352  100．0％  120，200  100．0％  

②①のうち、1品目でも後発医薬品を調剤した処方せん  213，996  44．0％  51，613  42．9％  

③（Dのうち、「後発医薬品への変更がすべて不可」欄に処方医の  
書名等がない処方せん  

318，896  65．6％  77，240  64．3％  

④③のうち、1晶日でも先発医薬品を後発医薬品に変更した処方  
せん（以前に一度変更し、今回も同様に変更した場合も含む）  

19，ヰ97  4．0％  4，509  5．8％  

⑤④のうち、後発医薬品情報提供料を井定した処方せん  4，727  1．0％  1」41  0．9％  
⑥④のうち、後発医薬品分割調剤加算を算定した処方せん  1，2ヱ6  0．3％   273   0．ユ％  

⑦③のうち、1品目でも後発医薬品の銘柄変更調剤をした処方せん  1，624  0．3％   370  0，3％  

⑧③のうち、処方せんに吉己敲された互う王聖銘柄について後発医薬  
32，494  6．7％  7，206  6．0％      晶が薬価収敲されていないために、後発医薬品に変更しなかった処    のみが記れた処方せんを含む）  
方せん（後発医薬品載さ  

⑨③のうち、「後発医薬品についての説明」を行ったにもかかわらず、  

ユ8，328  5．8％  6，550  5．4％  

ており、今回も後発品への変更をしなかった場合を含む）  

③のうち、以下の理由により、後発医薬品に変更できなかった先発医薬品が1品目でもある処方せん  

⑩先発医薬品の含t規格に対応した後発医薬品がなかったため   44，366  9．1％  6，795   5．7ウイー【  

⑪⑩のうち、白馬で採用している後発医薬品の銘柄について  
は、先発医薬品の含量規格に対応した製剤が薬価収載され  29，406  6．0％  3，89ユ  
ていなかったため  

⑫⑩のうち、白鳥では、先発医薬品の含量規格に対応した後 いかったため  21，355  4，4％  ユ，885   
発医薬品を採用してな  

乙4％  

⑬先発医薬品の剤形（ただし、OD錠除く）に対応した後発医薬品   8，138  1，7％  1，936   1．6％  
がなかったため  

⑭⑬のうち、自局で採用している後発医薬品の銘柄について  
は、先発医薬品の剰形に対応した製剤が薬価収載されていな  1．1％  

かったため   

⑯⑬のうち、自局では、先発医薬品の剤形に対応した後発医  
薬品を採用していなかったため   

⑯先発医薬品の剤形がOD錠であり、それに対応した後発医薬品   2，169  0．4％   3ユ3   0．3％  
がなかったため  

⑰⑯のうち、白局で採用している後発医薬品の銘柄について  

577  ・ 0，5％  
2コウ  0．2％  

は、OD錠が薬価収載されていなかったため   

⑯⑯のうち、自局では、OD錠の後発医薬品を採用していなか  1，ユ06  0．2％   S9  0．1ウ乙  

ったため           ⑯①のうち、「後発医薬品（ジェネリツク医薬品）への変更がすべて不可」     167，45（；  34．4％  42，9（；0  35．7％  刑   欄に処方医の星皇呈型逸皇処方せん  
⑳⑯のうち、後発医薬品を銘柄指定している処方せん  69，6ヱ9  1ヰ．3％  18，152  15．1％  
21（pのうち、処方せん内琴の一部について変更不可としている処方せん     6，585  1．4％  1，017   0．8％  

Z221のうち、一部先発医薬品について変更不可としている処方せん  5，793  1．2％   912  0．8％  

之321のうち、一部後発医薬品について変更不可としている処方せん  663  0，1％   ユ8  0．0％   

図表15 算定する調剤料の過半数が漫煎薬または湯薬   

0％ 10％ 20％ 30％ 亜％ 50％ 60％ 了0％ 80％ 90％100％  

D浸煎薬または湯薬であるロ浸煎薬または湯薬ではない□無回答 

珂  

（注）「1か月分」は平成20年1ヱ月lか月分の取り扱い処方せん、「1週間分」は「1か月分」のうち、lツ8～12／14の1   

週間の取り扱い処方せん枚数。  
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★「後発医薬品についての説明」とは   
後発医薬品と先発医薬品とが同等であること（例えば、品質、安定性、生物学的同等性試験結果など）  
の説明に加え、患者の処方せんにおける変更前の薬剤料と変更後の薬剤料の差額等についての説明などを  

指す。  

3）後発医薬品への変更割合（処方せん枚数ベース）  

図表18 「後発医薬品への変更不可」欄に処方医の署名等がない処方せん  

（n＝318，896）における、後発医薬品への変更状況等  

（平成20年12月1か月分の処方せんベース）  
2）1品目でも後発医薬品を調剤した処方せん割合  

図表17 すべての処方せんにおける、1品目でも後発医薬品を調剤した処方せんの割合  

（平成20年12月1か月分の処方せんベース）  

0％  20％  40％  60％  80％  100％  

i枚数  割合   
「変更不可」欄に処方医の署名等がない処方せん  318，896  100．0％   

1品目でも先発医薬品を後発医薬品に変更した処方せん  19，497   6．‖ふ  

（うち）後発医薬品情報提供料を算定した処方せん  4，727   1．5％  

（うち）後発医薬品分割調剤加算を算定した処方せん  1．226   0．4％   

1品目でも後発医薬品を他の後発医薬品に変更した処方せん  1．624   0．5％   

処方せんに記載されたすべての銘柄について、後発医薬品が薬価収載さ    32．494  10．2％  れていいめに 

なた、後発医薬品に変更しなかった処方せん   

患者が希望しなかったために、すべて後発医薬品に変更しなかった処方せ  

ん   
28，328  

以下の理由により、後発医薬品に変更できなかった先発医薬品が1品目  

でもある処方せん   

！先発医薬品の含量規格に対応した後発医薬品がなかったため  44．366   13，9％  

採用している後発医薬品に、先発医薬品の含量規格に対応した  29．406   

製剤が薬価収載されていなかったため  
9．2％  

先発医薬品の含量規格に対応した後発医薬品を採用していな   
21．355   6．7％  

かったため  

先発医薬品の剤形（ただし、OD錠除く）に対応した後発医薬品がな  
l8・138  2．6％  

かったため  

採用している後発医薬品に、先発医薬品の剤形に対応した製剤   
5．618   

が薬価収載されていなかったため  
1．8％  

先発医薬品の剤形に対応した後発医薬品を採用していなかった   
3，084   1．0％  

ため  

0．7％  
先発医薬品の剤形がOD錠であり、それに対応した後発医薬品がな  

かったため  
2．169  

採用している後発医薬品に、OD錠が薬価収載されていなかっ   
1，446   

たため  
0．5％  

OD錠の後発医薬品を採用していなかったため   1．206   0．4％   

処方せん全体  
（∩＝486，352）  

q後発医薬品の調剤あリ  ロ後発医薬品の調剤なし  
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4）「変更不可」欄に処方医の署名等がある処方せんのうち、後発医薬品を銘柄指定している   

処方せんの割合  

図表21「後発医薬品への変更不可」欄に処方医の署名等がある処方せん  

（『167．456）における、後発医薬品の銘柄指定している処方せんの割合  

（平成20年12月1か月分の処方せんベース）  

図表19 すべての処方せんにおける、「後発医薬品への変更不可」欄の   

処方医の署名の有無（平成20年12月1か月分の処方せんベース）  

0ヽ  20ヽ  4仇  60ヽ  80＼   100ヽ  

処方せん全体  
（n＝486，352）  

ロ署名あり  止署名なし  
鍋  2仇  40Ii  60％  80％   1001i  

変更不可の処方せん   
（∩＝167．456）  

図表20「後発医薬品への変更不可」欄に処方医の署名等がない処方せん  

（n＝318，896）における、後発医薬品への変更状況  

（平成20年12月1か月分の処方せんベース）  
且後発医薬品の銘柄指定あり  ロ後発医薬品の銘柄指定なし  

■’1  

仇  2（光  40％  餌％  8（邦  1∝川  

5）後発医薬品への変更割合（薬局ベース）   

図表221か月間の取り扱い処方せんのうち、「後発医薬品への変更不可」欄に処方医の  

署名等がない処方せんを取り扱った薬局数の割合（薬局ベース）  

肌  2仇  401  601  80％  100％  

変更可の処方せん   
（n＝318．896）  

鐸＝品目でも先発医薬品を後発医薬品に変更した   

臼後発医薬品に変更しなかった  

巳処方せんに苫己鼓されたすぺての銘柄について、後発医薬品が薬価収載さ   
れていないために、後発医薬品に変更しなかった  
阻患者が希望しなかったために、すべて後発医薬品に変更しなかった  

全体（∩＝944）  
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図表23 「後発医薬品への変更不可」欄に処方医の署名等がない処方せんを取り扱った   

薬局（765薬局）のうち、実際に1品目でも先発医薬品を後発医薬品に変更した  

薬局数の割合（薬局ペース）  

0％  10％  20‰  30，‘ 40†i 50，i 60†i 70，も  80％  90％ 100％  

6）1か月間に調剤したすべての医薬品に占める後発医薬品の割合  

図表251か月間に調剤したすべての医薬品に占める後発医薬品（数量ベース）の割合  

（平成20年12月1か月間、薬局ベース）  

0％  20％  40％  60％  80％  100％  

全休（n＝765〉  

暮それらの処方せんを1枚以上、実際に1晶自でも先発医薬品から後発医   
薬品に変更した薬局  
田先発医薬品を後発医薬品へ変更しなかった薬局  

辺 20％以上～30％未満1  ロ10％以上～20％未溝  

田30％以上～40％未満巳40％以上～50％未満 ロ50％以上～70％未満  

口70％以上  □無回答  □無回答  

図表24 「後発医薬品への変更不可」欄に処方医の署名等がない処方せんを取り扱った  

薬局（765薬局）における、後発医薬品への変更可能な処方せんに占める、  

後発医薬品への変更割合別の度数分布（薬局ベース）  

薬局数  

図表261か月間に調剤したすべての医薬品に占める後発医薬品（数量ベース）の割合  

平均値（薬局ベース）（平成20年12月1か月間）（n＝605）  

平均値  標準偏を  ヰ央値   
すべての医薬品に占める後発  

医薬品の割合（％）   
27．0   19．2   22．0   

後発医薬品へ変更した543薬局  
（注）回答のあった施設を対象に集計した。  
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3）後発医薬品についての説明を行ったにもかかわらず、患者が後発医薬品の使用を希望し   

なかった理由  

図表29 後発医薬品についての説明を行ったにもかかわらず、患者が後発医薬品の  

使用を希望しなかった理由（薬局ベース、単数回答、∩＝944）   

③後発医薬品への対応状況（平成20年4月以降）  

1）後発医薬品についての説明を行った患者の割合  

図表27 後発医薬品への変更可能な処方せんを持参した患者のうち、  

後発医薬品についての説岬（薬局ベース）  

0％ 10％  20％  30％  40％  50％  60％  70％  80％  90％ 100％  

薬剤料等（患者自己負担額）  
の差額が小さいから  

公章魚姐の患者であるため  
経済的インセンティブがないから  

過去に後発医薬品を使用  
したが合わなかった  

後発医薬品に対する  
不安がある  

その他  

無回答  

Ⅶ10％未満  810％以上～30％未満q30％以上～50％未満  

雫田50％以上～70％未溝口70％以上－90％未済ロ90％以上  

ロ無風答  

ー’シ1  

2）後発医薬品についての説明を行った患者のうち、後発医薬品の使用を希望しなかった   

患者の割合  

図表28 後発医薬品への変更可能な処方せんを持参し、  

後発医薬品についての説明を行った患者のうち、後発医薬品の使用を  

希望しなかった患者の割合（薬局ベース）  

0％ 10％  20％  30％  40％  50％  60％  70％  80％  90％ 100％  

山10％未満  臼10％以上～30％未満臼30％以上－50％未満  

田50％以上－70％未済日70％以上～90％未満890％以上  

□無回答  
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6）患者1人に要する後発医薬品についての平均説明時間  

図表32 患者1人に要する平均説明時間（n＝713）  

4）後発医薬品への変更調剤を行った患者のうち、2回目以降に後発医薬品の使用を希望し   

なかった患者の割合  

図表30 後発医薬品への変更調剤を行った患者のうち2回目以降に後発医薬品の  

使用を希望しなかった患者の割合（薬局ベース）  

0％ 10％  20％  30％  40％  50％  60％  70％  80％  90％ 100％   

平均値  標準偏差  中央値   

後発医薬品説明＋服薬指導時間（初回）（分）   10▲P   6．0   10．0   

後発医薬品説明＋服薬指導時聞（2回目以降）（分）   6，0   3，8   5．0   

一般的な服薬指導時間（分）  

（注）すべての項目について回答があるものを対象とした  

7）平成20年12月以前に後発医薬品への変更調剤を行った患者のうち、医療機関が、薬局   

で変更した当該後発医薬品の銘柄処方に切り替えた患者数の割合（薬局ベース）  

図表33 平成20年12月以前に後発医薬品への変更調剤を行った患者のうち、医療機関が、   

薬局で変更した当該後発医薬品の銘柄処方に切り替えた患者数の割合（薬局ペース）  

0．0，i  lO．0％  20．0％  30．0，i  40，0†i  500％  

隠10％未満  臼10％以上－30％未満巳30％以上－50％未満  

巳50％以上～70％未満日70％以上～90％未満臼90％以上  

□無回答  

5）後発医薬品への変更調剤を行ったが、患者が2回目以降に後発医薬品の使用を希望しな   

かった理由  

図表31 2回目以降に後発医薬品の使用を希望しなかった理由  

（薬局ベース、単数回答、∩＝944）  

0％  10％  20，も  30％  40）i  50％   

01も   

～10％未満   

～20％未満   

～30％未満   

～40％未満  

～50％未満   

～60％未満   

～70％未満  

～80％未満   

～90％未満  

90％以上  

無回答  

効果に疑問があったため  

体調不良となったため  

使用慈が合わなかったため  

不安が消えなかったため  

その他  

無回答  

■■  3 
ヽ
 
5
 
．
 
 

ー
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④備蓄医薬品の状況  

1）医薬品の備蓄品目数  

図表35 備蓄医薬品品目数の変化（∩＝600）  

8）在庫がなくて後発医薬品に変更できなかった患者の割合  

図表34 後発医薬品が変更可能な処方せんを持参した患者のうち、当該後発医薬品の  

在庫がなくて後発医薬品に変更できなかった患者の割合（薬局ベース）  

争  ∴∴増加率        吉池凋    ご笹12妄月   

平均値  75罵，5  81S．5   7．9％  

医薬品全品目数（A）  標準偏差  385．7  397．7  

中央値  715．5  776．0   8．5％  

平均値  97．3  125．5    29．0％  

うち、後発医薬品の品目数（B）  113．6  99．0  

中央値  6g．5  100．0   46．0％  

平均値  11．0    l  
うち、複数銘柄の後発医薬品を備  
えている先発医薬品の品目数  17．1  

5．0  

15．3％  

（B）／（A）  

中央値  9．6％  12．9％  

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60，も 7D，i 80％ 90％ 100，i  

巴10％未満  E‖0％以上～30％未満630％以上～50％未満  

臼50％以上～70％未満日70％以上－90％未満凸90％以上  

□無回答  

（注〉 すべての項目について回答があるものを対象とした。  

2）先発医薬品と同じ剤形の後発医薬品が薬価収載されていない先発医薬品の備蓄品目数  

図表36 先発医薬品と同じ剤形の後発医薬品が薬価収載されていない  

先発医薬品の備蓄品目数  

平均値；：  エ ≡ 〒・  ！■・・ ≡   

先発医薬品がOD錠（品目）（n＝613）   3．9   6．2   2．0   

OD錠以外（品目）（n＝488）   87．5   168．基   3．0   
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⑤後発医薬品への変更を進めるための要件  

図表38 採用している後発医薬品を選択した理由（複数回答、∩＝944）   

3）在庫がなくて後発医薬品に変更できないケースがないようにするために必要な後発医薬   

品の備蓄品目数  

図表37 在庫がなくて後発医薬品に変更できないケースがないようにするために  

必要な後発医薬品の備蓄品目数  Ⅷ
「
・
・
〉
・
∃
・
…
1
 
 

＼   

後発医薬品メーカによる品質  
に関する†育報開示の程度   

他の後発医薬品より薬価が安価   

近隣の保険医療機関・保険薬局  
への納入実練の‡呈度  

迅速かつ安定的に製造販売業者  
や卸業者から入手できる  

患者の使用感がよい  

調剤がしやすい  

その他  

無回答  

0％  2D％  40％  60％  80％  100％  

『99品目以下 臼100～199品目 辺200－299品目 E300－399品目j  

冒400～499品目 □500品目以上 □無回答  

図表39 処方せんの「後発医薬品への変更不可」欄に処方医の署名等がなかったが、  

変更しなかった場合について、薬局の立場として後発医薬品への変更を  

進めるための最大の要件（単数回答、∩＝944）  

0．0％ 5．0％ 10．0％15＿0％ 20．0†i25．0，i30．0†右  

品質保証の周知徹底  

メーカによる情報提供・安定供給  

患者の理解   

剤形・規格の違いに関わらず銘柄変更調剤が  
できる環境の整備  

調剤報酬上の一層の評価  

特に対応は必要ない  

その他  

無回答  
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